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ポリエステルフィラメント糸の高速引張過程中に発
生する熱が応力 : ひずみ曲線に及ぼす影響
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め計算値の曲線は１本だけ示した．また②（図９）
でも引張中の温度上昇が小さいので２つの計算値の
艦は小さいそしてそれらの曲線はいずれも実験結
果ともよく一致している．それ以上のひずみ速度
(図１０～図13）では，温度上昇を考慮した計算値は大
ひずみにおいて，(6)および(7)式で示した糸の軟化に
より，温度上昇を考慮していない計算値よりも小さ
な応力を示す．そしてそれらは各ひずみ速度に対し
て実験値を良く表現している．
５．まとめ
本研究においてはポリエステルマルチフィラメン
ト糸に対して高ひずみ速度，大ひずみ域においても
適用可能な構成式を提案し，実験結果と比較検討し
た．
過応力模型による構成式はひずみ速度が小さく，
引張が等温的に進行する場合には有効であるが，高
ひずみ速度においては，応力の計算値はひずみが大
きくなるにつれ，また，ひずみ速度が大きくなるに
つれ，実験値よりも大きくなった．これは糸が衝撃
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的に引張を受けた場合，変形により発生したエネル
ギーの移動のための時間がなく，変形が断熱的に進
行することによって糸が軟化するためであると考え
られた．そこで本報では引張過程中のフィラメント
内部での温度上昇を概算し，また，あらかじめ温度
上昇による糸の軟化の程度を測定しておくことによ
って，過応力模型に基づく構成式に対し，高ひずみ
速度における温度上昇の効果を導入した．
温度上昇を考慮した構成式はひずみ速度１０３ｓ－１
～102s-1の応カーひずみ曲線を良く表現すること
ができた．
なお，この研究は1990年日本繊維機械学会北陸支
部研究発表会において発表した．
また本報をまとめるに当たり，有益なご助言を頂
だきました金沢大学工学部茶谷明義先生並びに石
川県工業試験場山本孝氏に謝意を表します．さら
に実験に協力いただいた金沢大学大学院原篠義之
君に感謝します．
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